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一
般
に
寺
院
成
立
の
背
景
に
は
一
、
仏
教
史
的
要
因
あ
る
い
は
宗
派
史
的
要
因
と
、
二
、
地
理
的
要
因
の
二
者
が
認
め
ら
れ
る
。
―
―
一
国

町
の
真
宗
寺
院
に
つ
い
て
眺
め
た
場
合
、
特
に
後
者
の
地
理
的
要
因
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
本

論
の
趣
旨
で
あ
る
。

三
国
町
の
概
要

ぇ
ち
ぜ
ん

福
井
県
は
北
半
分
の
越
前
と
、
南
半
分
の
若
狭
か
ら
成
る
が
、
三
国
町
は
越
前
国
に
属
し
、
加
賀
国
に
隣
接
す
る
坂
井
郡
の
西
部
に
位

置
し
て
い
る
。
西
北
は
日
本
海
に
面
し
、
南
は
椙
井
市
、
東
は
芦
原
町
・
坂
井
町
に
接
す
る
。
東
西
約
七
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

―
―
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
方
の
加
越
台
地
と
南
方
の
平
野
部
に
二
分
さ
れ
る
。
加
越
台
地
は
さ
ら
に
、
漁
業
を
主
と
す
る
海
岸
集
落
す
な

わ
ち
雄
島
地
区
と
、
畑
作
中
心
の
農
業
集
落
す
な
わ
ち
加
戸
地
区
に
分
け
ら
れ
、

ま
た
平
野
部
は
九
頭
竜
川
西
部
の
砂
丘
地
帯
で
あ
る
浜

四
郷
地
区
と
、
九
頭
竜
川
東
部
の
沖
稲
平
野
、
本
荘
・
木
部
地
区
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
竹
田
川
と
九
頭
竜
川
が
合
流
す
る
河
口
右
岸

佐

々

木

空

悲

（
高
田
学
会
）

四
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的
な
面
で
も
、
古
来
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち

国
町
が
属
す
る
坂
井
郡
は

ど
景
勝
の
地
が
多
い
。

現
在
に
及
ん
で
い
る
。

て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

大
の
荘
園
を
形
成
し
て
い
た
。

そ
し
て
三
国
湊
に
は
、
前
記
両
荘
園
を
初
め
、

越
前
七
郡
の
各
荘
園
か
ら
貢
納
物
が
集
結
し
、

そ
の
運

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

に
、
古
く
か
ら
三
国
湊
と
呼
ば
れ
た
旧
三
国
・
滝
谷
が
、

ま
た
河
口
左
岸
に
は
新
保
が
あ
り
、
三
国
町
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

―
―
一
国
湊
及
び
周
辺
集
落
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
世
期
興
福
寺
領
坪
江
荘
に
属
し
、
隣
接
す
る
河
口
荘
と
と
も
に
、
北
国
最

送
・
販
売
に
従
事
す
る
問
丸
が
出
現
し
、
著
し
く
商
業
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
福
井
藩
城
下
町
の
外
港
と
し
て
繁
栄
し
、
西
廻
り
海
運
業
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明

ペ

ざ

い

せ

ん

し

た

ま

ち

治
に
か
け
て
の
最
盛
期
に
は
、
湊
に
千
石
積
の
弁
オ
船
が
去
来
し
、
下
町
に
は
森
田
・
内
田
家
等
豪
商
の
廻
船
問
屋
が
、
い
ら
か
を
並
べ

し
か
し
明
治
時
代
に
な
る
と
、
大
型
帆
船
の
発
逹
や
、
河
川
堆
積
物
に
よ
る
港
湾
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
衰
退
し
、
そ
し
て
更
に
明

璽
―

-
0年
の
国
鉄
北
陸
線
の
開
通
に
よ
り
、
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
陸
上
交
通
に
物
資
輸
送
の
機
能
を
奪
わ
れ
た
三
国
港
は
、
そ
の

打
開
策
と
し
て
三
国
支
線
を
開
通
さ
せ
た
が
、
結
局
成
功
を
見
ず
に
終
っ
た
。
大
正
期
に
入
る
と
よ
う
や
く
漁
業
甚
地
と
し
て
再
生
し
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
本
町
の
隆
盛
は
、

そ
の
経
済
的
繁
栄
を
背
景
に
、
独
特
の
町
人
文
化
の
発
展
を
促
し
、
仏
壇
・
彫
刻
等
の

美
術
・
エ
芸
品
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
少
く
な
い
。
ま
た
三
国
港
か
ら
浜
地
浦
に
至
る
岩
石
海
岸
に
は
、
東
尋
坊
・
雄
島
・
越
前
松
島
な

「
福
井
県
の
殻
倉
」
と
呼
ば
れ
る
浜
野
ー
坂
井
平
野
ー
を
有
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
本
郡
は
宗
教

一
、
坂
井
郡
丸
岡
城
下
の
東
方
の
谷
問
に
は
、
白
山
信
仰
と
結
ん
だ
豊
原
寺
の
跡
が
あ
る
。
農
原
寺
は
平
泉
寺
（
現
勝
山
市
）
と
同
様

多
く
の
僧
兵
を
抱
え
、
盛
時
に
は
豊
原
一
一
一
千
坊
と
称
さ
れ
、
東
の
竹
田
谷
ま
で
寺
塔
が
並
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

四
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め
れ
は
、
そ
の
数
六
四
に
及
ぶ
。

国
町
で
は
、
ど
の
程
度
現
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

二
、
九
頭
竜
川
河
口
三
国
に
は
、

た
い
ち
ょ
う
だ
い
し

泰
澄
大
師
と
伝
え
ら
れ
る
。

せ
ん
じ
ゅ
じ

か
つ
て
天
台
宗
の
古
刹
千
手
寺
が
繁
栄
し
た
。
千
手
寺
の
開
基
は
、
白
山
の
開
山
と
し
て
知
ら
れ
る

三
、
坂
井
郡
の
東
北
方
加
賀
・
越
前
の
国
拉
に
は
、
室
町
中
期
本
願
寺
八
世
蓮
如
に
よ
り
開
か
れ
た
吉
崎
が
あ
る
。
吉
崎
は
蓮
如
の
布

教
以
来
、
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
教
線
拡
張
の
根
拠
地
と
し
て
栄
え
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

四
、
加
賀
・
越
前
の
国
境
か
ら
九
頭
竜
川
に
至
る
坂
井
平
野
一
帯
は
、
長
享
か
ら
弘
治
に
か
け
て
の
凡
そ
七
、

向
一
揆
の
主
戦
場
で
あ
っ
た
。

く
ま
さ
か

五
、
金
津
町
の
東
部
熊
坂
に
は
天
正
年
間
、
真
宗
高
田
派
の
本
山
専
修
寺
が
創
建
さ
れ
た
。
織
田
信
長
越
前
来
攻
の
際
に
は
、
熊
坂
専

修
寺
を
初
め
高
田
派
諸
寺
は
こ
ぞ
っ
て
信
長
に
味
方
し
、
本
願
寺
勢
力
と
対
抗
し
た
。

六
、
坂
井
郡
の
南
で
隣
接
す
る
吉
田
郡
に
は
、
道
元
を
開
基
と
す
る
曹
洞
宗
の
本
山
永
平
寺
が
あ
る
。

前
記
一
ー
六
の
中
二
は
、
訂
接
一
二
同
町
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
が
、
一
一
以
外
も
総
て
三
国
町
に
関
述
が
あ
る
。
特
に
一
二
国
町
真
宗
寺
院

の
起
源
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
三
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
国
町
各
宗
派
の
現
況

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

四
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0
年
問
、
加
・
越
一

四
年
ニ
ヶ
月
に
及
ぶ
蓮
如
の
巧
み
な
吉
崎
布
教
に
よ
っ
て
、
県

内
外
の
多
く
の
寺
院
が
本
願
寺
派
に
変
わ
り
、
ま
た
多
く
の
本
願
寺
派
寺
院
が
誕
生
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
が
吉
崎
と
同
郡
に
あ
る

三
国
町
に
は
浄
土
其
宗
を
初
め
、
真
言
宗
・
浄
士
宗
・
曹
洞
宗
・
日
蓮
宋
布
の
諸
派
寺
院
が
現
存
し
、
道
場
・
支
坊
等
の
準
寺
院
も
含



、
こ
。
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し
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宗 派 名 福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

昭和63年

布
教
活
動
に
よ
っ
て
、
真
宗
信
仰
が
早
く
か
ら
根
づ
い

ら
庶
民
の
念
仏
信
仰
の
素
地
の
上
に
、
高
田
顕
智
の
越

に
よ
ど
う

前
巡
化
や
、
三
河
系
高
田
教
団
の
流
れ
を
く
む
如
導
の

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
、
真
宗
の
急
激
な
発
展
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
戦
国
時
代
の
初
期
文
明
年
間
に
お
け

る
蓮
如
の
、
吉
崎
を
中
心
と
す
る
積
極
的
な
布
教
活
動
で
あ
る
。

こ

ろ

う

蓮
如
の
吉
崎
在
住
と
布
教
活
動
に
よ
っ
て
、
虎
狼
の
す
み
か
と
い
わ
れ
、
家
―
つ
な
い
丘
陵
で
あ
っ
た
吉
崎
が
、

二
0
0
の
棟
を
連
ね
る
寺
内
町
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
坂
井
郡
内
に
特
に
真
宗
寺
院
が
多
く
、

た
ち
ま
ち
―

o
o
i

ま
た
三
国
町
に
真
宗
寺
院
が

蒻
倉
時
代
に
な
る
と
時
宗
教
団
が
発
展
し
、
ま
た
こ
れ

阿
弥
陀
仏
を
本
地
と
す
る
白
山
信
仰
が
盛
ん
で
あ
り

福
井
県
は
隣
接
す
る
石
川
県
と
と
も
に
、
古
く
か
ら

よ
く
分
か
る
。

遥
か
に
う
わ
ま
わ
り
、
坂
井
郡
の
そ
れ
に
近
い
こ
と
が

い
て
真
宗
寺
院
の
占
め
る
比
率
は
、
福
井
県
の
そ
れ
を

そ
れ
は
七
六
。
ハ
ー
七
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
三
国
町
に
お

占
め
る
比
率
は
五
六
パ
ー
七
ン
ト
で
あ
り
、
坂
井
郡
の

七
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
福
井
県
全
体
で
真
宗
寺
院
の

現在

で
あ
り
、
四
七
か
寺
、
一
二
国
町
寺
院
総
数
の
七
三
バ
ー

J

の
中
で
何
と
い
っ
て
も
最
も
多
い
の
は
真
宗
寺
院

五
〇



る。 に
創
建
さ
れ
た
日
蓮
宗
の
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

い
る
。
三
国
町
の
四
か
寺
は
、

い
ず
れ
も
前
者
に
属
す
る
。

多
い
こ
と
も
、
蓮
如
の
吉
崎
布
教
の
影
響
と
し
て
、
容
易
に
う
な
づ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

真
言
宗
一
一
一
か
寺
の
中
に
は
、
古
来
三
国
湊
と
盛
衰
を
共
に
し
な
が
ら
今
日
に
及
ん
だ
滝
谷
寺
（
滝
谷
一
丁
目
）
・
性
海
寺
（
南
本
四
丁

目
）
や
、
近
年
（
昭
和
四
十
年
）
―
―
一
国
緑
ケ
丘
高
台
の
地
に
誕
生
し
た
、
成
田
山
別
院
九
頭
竜
寺
が
あ
る
。

山
と
す
る
、
新
義
真
言
宗
智
山
派
の
寺
院
で
あ
る
。

浄
士
宗
に
は
、
西
光
寺
（
南
本
二
丁
目
）
•
月
窓
寺
（
神
明
一
丁
目
）
・
円
海
寺
（
新
保
）
等
が
あ
る
。
浄
土
宗
は
、
以
前
は
浄
士
宗
·

黒
谷
浄
士
宗
•
西
山
禅
林
寺
派
等
、

禅
宗
は
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
・
黄
槃
宗
の
一
一
一
に
大
別
で
き
る
が
、
福
井
県
で
は
何
と
い
っ
て
も
、
曹
洞
宗
本
山
永
平
寺
が
あ
る
だ
け
に
、

曹
洞
宗
寺
院
が
多
く
、
そ
の
数
二
九
三
、
県
内
禅
宗
寺
院
の
実
に
七
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
―
―
一
国
町
所
在
の
恵
雲
寺
（
山
王
一

丁
目
）
・
久
昌
寺
（
北
本
一
丁
目
）
・
金
鳳
寺
（
北
本
一
二
丁
目
）
は
、
も
ち
ろ
ん
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
。

日
蓮
宗
に
は
い
わ
ゆ
る
日
蓮
宗
の
外
に
、

が
、
一
二
国
町
の
妙
海
寺
・
妙
見
山
・
妙
信
寺
等
は
い
ず
れ
も
日
蓮
宗
に
属
し
て
い
る
。
中
で
も
妙
海
寺
（
山
王
二
丁
目
）
は
、
室
町
末
期

次
に
如
来
教
で
あ
る
が
、
こ
の
本
山
は
名
古
屋
に
あ
り
、
托
鉢
修
行
を
重
視
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
詳
細
不
明
で
あ

三
国
町
に
は
、

い
ず
れ
も
京
都
智
租
院
を
本

い
く
つ
も
の
宗
派
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
浄
土
宗
と
西
山
禅
林
寺
派
の
二
派
に
統
一
さ
れ
て

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

日
蓮
正
宗
・
法
華
宗
•
本
門
法
華
宗
・
顕
本
法
華
宗
・
法
華
日
蓮
宗
等
多
く
の
宗
派
が
あ
る

い
ず
れ
の
宗
派
に
も
属
し
な
い
単
立
寺
院
が
昭
和
六
十
一
年
現
在
で
二
か
寺
あ
る
。
こ
の
中
の
一
か
寺
は
、
あ
る
特
定

の
信
仰
に
も
と
づ
き
、
初
め
か
ら
単
立
無
宗
派
の
寺
院
と
し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
、
他
の
一
か
寺
は
、
初
め
は
あ
る
宗
派
に
属
し
て
い
た

の
だ
が
、
そ
の
宗
派
内
に
内
紛
が
起
こ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
そ
の
宗
派
か
ら
離
脱
、
単
立
化
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。



町
が
誕
生
し
、

ま
た
今
新
と
木
場
町
の
問
に
今
町
が
で
き
た
。

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

冶
屋
が
多
く
、

三

国

港

の

寺

院

中
世
期
、
現
在
の
三
国
神
社
の
周
辺
、
標
高
一
―

-0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
丘
陵
は
、
前
面
に
九
頭
滝
川
・
竹
田
川
が
流
れ
、
背
後
に
低
湿
地

か

ま

ち

な

か

ま

ち

も

と

ま

ち

だ

い

も

ん

か

み

に

し

し

も

に

し

を
持
つ
天
然
自
然
の
要
害
で
あ
っ
た
。
こ
の
丘
陵
地
を
背
後
に
し
て
、
上
ミ
町
・
中
町
・
元
町
・
大
門
・
上
西
・
下
西
あ
た
り
が
、
中
世

せ
ん
じ
ゅ
じ

白
山
千
手
寺
の
跡
地
に
創
建
さ
れ
た
性
海
寺
（
真
言
宗
）
・
妙
海
寺
（
日
蓮
宗
）
・
唯
称
寺

（
大
谷
派
）
．
浄
願
寺
（
大
谷
派
）
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
早
期
集
落
形
成
の
中
で
誕
生
し
た
、
三
国
湊
初
期
の
寺
院
で
あ
る
。

こ

し

た

い

ち

ょ

う

こ
に
白
山
千
手
寺
と
は
「
越
の
大
徳
」
泰
澄
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
港
と
し
て
の
機
能
が
充
実
し
、
集
落
も
益
々
発
展
を
と
げ
、
森
町
・
松
ヶ
下
辺
り
が
成
立
し
た
。
森
町
に
は
鍛

ま
た
松
ヶ
下
は
遊
廓
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
。
松
ヶ
下
西
光
寺
（
浄
土
宗
）
の
現
在
の
位
置
が
、
当
時
に
お
け
る
、
川
下

の
方
の
町
の
外
延
部
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
寺
の
益
地
に
一
二
国
小
女
郎
の
墓
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

き

ば

ま

ち

十
七
世
紀
半
ば
頃
ま
で
に
、
木
場
町
辺
り
に
ま
で
集
落
が
拡
大
し
た
が
、

さ
ら
に
十
七
世
紀
後
半
、
寛
文
頃
に
な
る
と
、
西
廻
り
航
路

の
開
拓
に
よ
っ
て
、
三
国
湊
は
日
本
海
有
数
の
寄
港
地
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
市
街
域
も
益
々
拡
大
し
、
川
下
の
方
向
で
は
四
日
市

こ
う
し
て
川
沿
い
の
ほ
と
ん
ど
が
人
家
で
埋
ま
る
と
、
今
度
は
未
開
発
の
山
側
の
台
地
に
向
か
っ
て
開
発
が
進
ん
で
い
く
。
十
七
世
紀

後
半
以
後
に
な
る
と
、
標
高
六
メ
ー
ト
ル
程
の
台
地
に
も
人
家
が
建
ち
、
従
来
と
は
違
っ
た
直
線
上
に
直
交
す
る
計
画
的
道
路
が
造
成
さ

ご

ず

れ
る
。
勝
授
寺
（
本
願
寺
派
）
や
牛
頭
天
皇
社
（
現
在
の
氷
川
神
社
）
等
が
、
現
在
地
に
建
て
ら
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。

で
あ
る
。

末
期
他
に
先
が
け
て
集
落
の
発
逹
を
み
た
。

五

こ
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情

上
ハ
新
町
に
は
小
商
人
や
職
人
な
ど
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
従
来
の
川
沿
い
の
町
す
な
わ
ち
下
町
に
は
、
森
田
家
の
よ
う
な
問

上
ハ
新
町
の
中
心
は
、
現
在
の
氷
川
神
社
周
辺
部
に
あ
っ
た
歓
楽
街
で
、
遊
廓
の
中
心
も
こ
の
頃
に
な
る
と
、
松
ヶ
下
か
ら
こ
の
新
開

地
に
移
っ
て
い
る
。
前
記
勝
授
寺
・
氷
川
神
社
の
外
、
法
円
寺
（
高
田
派
）
・
専
了
寺
（
大
谷
派
）
・
金
鳳
寺
（
曹
洞
宗
）
等
は
、

も
こ
の
新
開
地
時
代
に
生
ま
れ
た
寺
院
で
あ
る
。

以
上
の
記
述
を
要
約
す
る
と
、
三
国
港
の
隻
落
・
市
街
域
は
上
手
か
ら
下
手
に
か
け
て
発
展
し
た
。
そ
し
て
―
―
一
国
港
の
寺
院
も
ま
た
、

宗
派
の
如
何
を
と
わ
ず
、
集
落
の
拡
大
に
相
応
し
て
、
上
手
か
ら
下
手
に
向
か
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
開
基
年
代
が
上
手
の
寺
院
ほ

ど
古
く
、
下
手
に
い
く
ほ
ど
新
ら
し
い
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

三
国
町
に
現
存
す
る
真
宗
寺
院
四
七
か
寺
の
中
か
ら
著
名
な
も
の
を
ひ
ろ
う
と
、

派
、
南
本
二
丁
目
）
・
唯
称
寺
（
大
谷
派
、
山
主
二
丁H
)
．
浄
願
寺
（
大
谷
派
、
山
王
二
丁
目
）
•
本
流
院
（
高
田
派
、
加
戸
）
•
松
樹
院

（
高
田
派
、
嵩
）
．
称
名
寺
（
高
田
派
、
黒
目
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
女
流
歌
人
紆
川
に
縁
故
の
深
い
寺
と
し
て
知
ら
れ

こ
れ
ら
真
宗
寺
院
は
、

一
向
一
揆
と
唯
称
寺
．
勝
授
寺

ま
た
こ
の
外
、

西
光
寺
（
大
谷
派
、
米
ヶ
脇
）
．
勝
授
寺
（
本
願
寺

そ
の
創
建
年
代
よ
り
見
て
、
三
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

機
縁
と
し
、
親
鶯
面
授
の
弟
子
、

ま
ず
第
一
は
、
親
鸞
の
関
東
教
化
を
直
接
的

ま
た
は
親
鸞
有
縁
の
信
徒
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
院
で
、
真
宗
寺
院
と
し
て
は
比
較

る
永
正
寺
（
大
谷
派
、
神
明
二
丁
目
）
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

四

い
ず
れ

屋
商
人
あ
る
い
は
大
商
人
が
多
か
っ
た
。

う

し

ん

ま

ち

し

も

や

く

し

ま

ち

き

ゆ

う

ほ

う

じ

ま

ち

ひ

ら

の

ま

ち

き

ほ

う

ま

ち

こ
の
市
街
地
拡
大
に
よ
り
生
ま
れ
た
新
開
地
が
上
ハ
新
町
で
あ
り
、
下
薬
師
町
・
久
宝
持
町
・
平
野
町
・
喜
宝
町
に
分
か
れ
て
い
た
。

五
四
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と
呼
ば
れ
る
事
件
が
こ
れ
で
あ
る
。

遂
に
両
者
の
対
立
が
表
面
化
し

加
賀
三
か
寺
は

あ
っ
た
。

る。

い
わ
ゆ
る
「
大
小
一
揆
」
の
内
戦
が
勃
発
し
た
。

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

第
二
は
蓮
如
の
北
陸
教
化
、
特
に
吉
崎
布
教
を
契
機
と
し
て
真
宗
に
帰
依
、
あ
る
い
は
真
宗
に
改
宗
転
派
し
、
寺
院
を
建
立
せ
る
も
の

で
、
文
明
以
降
に
創
建
さ
れ
た
本
願
寺
系
の
寺
院
は
、
そ
の
殆
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。
そ
の
数
は
最
も
多
く
、
三
国
港
だ
け
に
つ
い
て
眺

め
て
も
、
前
記
永
正
寺
の
外
、
専
了
寺
（
大
谷
派
、
北
本
一
一
丁
目
）
・
智
敬
寺
（
大
谷
派
、
錦
四
丁
目
）
・
専
立
寺
（
本
願
寺
派
、
神
明
一
―

第
三
は
江
戸
時
代
以
降
明
治
年
間
に
創
始
さ
れ
た
寺
院
で
、
最
も
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
初
め
、
あ
る
特
定
の
大
寺
に
付
属
し
て
建
て

ら
れ
た
堂
宇
ま
た
は
庵
室
が
、
後
年
寺
院
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
、
改
め
て
寺
号
を
公
称
す
る
に
い
た
っ
た
も
の
が
、
多
く
こ
れ
に
属
す

-
＝
国
港
に
は
前
記
の
通
り
、
文
明
年
間
、
蓮
如
の
吉
崎
布
教
を
機
に
建
立
さ
れ
た
本
願
寺
系
寺
院
が
、
極
め
て
多
い
が
、
そ
れ
以
上
に

注
目
す
べ
き
は
、
蓮
如
の
吉
崎
布
教
に
ひ
ぎ
続
い
て
起
こ
っ
た
一
向
一
揆
に
、
大
ぎ
な
役
割
を
果
た
し
た
唯
称
寺
．
勝
授
寺
の
二
か
寺
で

あ
る
。

ま
ず
唯
称
寺
、
唯
称
寺
は
も
と
加
賀
三
か
寺
（
若
松
本
泉
寺
・
波
佐
谷
松
岡
寺
・
山
田
光
教
寺
）
の
一
っ
山
田
光
教
寺
の
一
族
で

い
ず
れ
も
蓮
如
の
子
息
が
入
っ
た
い
わ
ゆ
る
一
家
衆
寺
院
で
、
蓮
如
以
来
加
賀
一
向
一
揆
を
指
消
し
て
き
た
が
、
本

願
寺
九
世
実
如
が
亡
く
な
り
、
孫
の
証
如
に
継
承
さ
れ
る
頃
か
ら
、

た
。
享
録
四
年
(
-
五
三
一
）
五
月
、

加
賀
三
か
寺
側
は
、
初
め
越
前
朝
倉
孝
景
の
援
軍
を
得
て
一
時
有
勢
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
越
前
勢
の
撒
収
に
よ
っ
て
戦
意
を
失
い
、

ふ

せ

だ

そ
の
幹
部
等
は
越
前
に
亡
命
し
た
。
こ
の
時
山
田
光
教
寺
顕
替
（
運
如
の
孫
）
は
、
越
前
国
坂
井
郡
布
施
田
（
現
在
は
福
井
市
）
に
一
宇

丁
目
）
等
、
十
二
か
寺
以
上
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

的
前
期
の
高
田
派
寺
院
が
、
多
く
こ
れ
に
属
す
る
。

そ
の
指
導
力
が
弱
体
化
し
、
超
勝
寺
•
本
覚
寺
と
の
対
立
が
深
ま
っ

五
六

享
禄
の
錯
乱



平
康
頼
の
曽
孫
と
い
わ
れ
、
八
歳
で
親
鸞
の
弟
子
と
な
り
、
法
名
を
空
如
と
称
し
た
。

五
七

弘
安
八
年
(
―
二
八
五
）
越
前
に
来
て
波
多
野
通

二
丁
目
）
に
は
、

向
一
揆
が
猛
威
を
振
い
始
め
た
。

う
や
く
終
わ
り
を
告
げ
た
。

も
敗
れ
去
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
長
年
に
わ
た
る
加
・
越
の
闘
争
で
、
多
く
の
戦
力
を
消
耗
し
た
両
者
は
、
信
長
軍
の
前
に
、

天
正
元
年
(
-
五
七
三
）
朝
倉
義
景
が
信
長
に
攻
め
ら
れ
て
自
刃
し
た
後
、

定
を
殆
ど
完
璧
な
も
の
に
し
た
。

一
揆
勢
は
富
田
長
秀
、
朝
倉
景
鏡
等
織
田
系
勢
カ
・
朝
倉
系
残
存
勢
力
等
を
次
々
に
撃
減
し
、
越
前
平

実
況
を
報
じ
た
も
の
と
し
て
、
実
に
貴
童
な
資
料
で
あ
る
。

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

一
乗
谷
に
入
っ
た
。
現
存
す
る
三
国
町
勝
授
寺
（
本
願
寺
派
、
南
本

い
っ
ぽ
う
長
島
一
揆
の
攻
略
に
成
功
し
た
信
長
は
、
天
正
一
―
一
年
一

0
万
五

0
0
0余
騎
を
も
っ
て
越
前
に
進
発
、
杉
津
口
、
木
の
芽
鉢

ぷ
せ伏

峠
の
各
所
に
て
一
揆
軍
を
撃
破
し
つ
つ
、
府
中
竜
門
寺
に
進
出
、

こ
の
時
鉢
伏
に
立
て
籠
っ
た
大
町
専
修
寺
賢
会
の
書
状
が
一
四
通
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
一
向
一
揆
の

こ
こ
で
大
町
専
修
寺
の
起
源
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
真
宗
―
―
一
門
徒
派
本
山
専
照
寺
の
略
縁
起
に
よ
れ
ば
、
専
修
寺
の
開
基
如
導
は

貞
の
庇
護
を
得
て
、
大
町
（
福
井
市
）
に
専
修
寺
を
創
建
し
た
。
法
脈
は
親
鸞
ー
真
仏
ー
専
海
ー
円
善
ー
如
尊
と
続
き
、
高
田
系
三
河
門

越
前
で
は
支
配
者
交
代
の
間
隙
に
乗
じ
て

さ
て
永
録
十
年
(
-
五
六
七
）
将
軍
義
昭
の
仲
介
に
よ
り
、
朝
倉
氏
と
本
願
寺
の
和
議
が
成
立
、

残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
て
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ

ま
た
も
や
一

六
十
年
に
及
ぶ
加
・
越
の
争
乱
は
よ

じ

か

ん

ほ

ご

の

う

ら

が

き

を
建
て
、
自
閑
坊
と
称
し
た
。
彼
は
後
に
本
山
（
本
願
寺
）
に
籠
居
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
著
反
故
裏
甚
・
今
古
独
語
は
本
願
寺
史
と

こ
の
布
施
田
の
道
場
は
、
後
一
二
国
湊
に
移
り
、
慶
長
年
間
、
本
願
寺
教
如
に
帰
し
て
東
本
願
寺
派
と
な
り
、
唯
称
寺
（
山
田
氏
）
を
称

し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
布
施
田
在
住
当
時
、
朝
倉
氏
よ
り
仏
田
等
を
寄
進
さ
れ
、
布
施
田
に
は
今
も
花
山
・
花
畠
等
の
地
字
名
が



五

九

頭

竜

川

の

水

運

と

称

名

寺

・

唯

称

寺

徒
の
流
れ
を
く
む
と
い
わ
れ
る
。

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
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も
ろ
え

専
修
寺
賢
会
が
鉢
伏
に
て
信
長
軍
と
戦
い
討
死
し
た
後
、
そ
の
子
唯
賢
等
の
遺
族
は
加
賀
国
諸
江
（
現
石
川
県
金
沢
市
）
に
逃
れ
、

ご

か

や

ま

ら
に
越
中
御
箇
山
（
現
富
山
県
東
砺
波
郡
）

そ
の
時
に
は
専
修
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
門
末
も
殆
ど
京
都
興
正
寺
の
所
属
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
、
同
年
本
願
寺
顕
如
か
ら
新
た
に
勝
授

寺
と
い
う
寺
号
を
下
付
さ
れ
、
同
一
七
年
(
-
五
八
九
）
三
国
湊
に
移
っ
た
。

よ

み

え

い

だ

い

い

ん

げ

本
願
寺
へ
の
忠
誠
を
嘉
さ
れ
た
同
寺
は
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
永
代
院
家
の
寺
格
を
与
え
ら
れ
、

を
称
し
て
、
超
勝
寺
•
本
覚
寺
等
と
並
ぶ
越
前
真
宗
教
団
の
幹
部
と
な
っ
た
。

そ
の
後
興
正
寺
と
の
門
徒
所
属
を
め
ぐ
る
反
目
が
続
き
、
郡
奉
行
の
裁
定
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
へ
帰
属
す
る
か
は
、
門
徒
の
自
由
意
思

お

お

た

に

く

ざ

わ

に
任
せ
ら
れ
た
。
寛
文
五
年
（
ニ
ハ
六
五
）
、
興
正
寺
門
徒
の
大
野
郡
大
谷
・
久
沢
の
村
民
四

0
名
が
、

か
ら
元
の
勝
授
寺
に
変
え
よ
う
と
し
て
本
山
に
訴
え
て
い
る
。

手
次
権
を
放
棄
し
た
。

に
ひ
そ
み
、

と
い
う
点
で
は
、
前
記
唯
称
寺
．
勝
授
寺
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

さ

手
次
寺
を
誓
念
寺
（
現
大
野
市
）

し
か
し
興
正
寺
が
本
山
に
訴
え
、
結
局
本
山
の
命
に
よ
っ
て
、
勝
授
寺
は

く
ろ
め

九
頭
竜
川
西
方
の
砂
丘
地
（
黒

H
)
に
称
名
寺
が
あ
る
。
称
名
寺
も
、
他
の
地
方
か
ら
避
難
亡
命
し
て
ぎ
た
寺
院
で
あ
り
、
避
難
亡
命

し
か
し
称
名
寺
の
場
合
は
、
唯
称
寺
．
勝
授
寺
の
よ
う
に
一
向
一
揆

の
内
紛
や
敗
戦
に
よ
っ
て
、
避
難
先
を
三
国
に
求
め
た
の
で
は
な
く
、
寺
族
間
の
内
紛
に
敗
れ
、
現
在
地
に
逃
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

も
り
つ
な

称
名
寺
は
佐
々
木
盛
網
を
開
基
と
し
、
盛
立
山
と
号
す
る
。
平
安
朝
末
期
源
平
争
乱
の
際
、
盛
網
は
弟
高
網
と
と
も
に
源
頼
朝
の
幕
下

ま
た
住
持
は
代
々
宰
相
・
中
将

天
正
七
年
(
-
五
七
九
）
越
前
中
野
村
（
現
大
野
市
）
に
帰
住
し
た
。

五
八

し
か
し



に
加
わ
り
、

武
功
を
た
て
た
が
、
建
永
元
年
(
-
―

1
0
六
）
盛
綱
五
十
六
歳
の
時
、

西
念
の
子
盛
則
は
法
名
を
光
実
と
い
い
、
初
め
越
前
国
東
郷
村
に
い
た
が
、

父
子
と
も
ど
も
親
鸞
の
教
え
を
奉
信
し
た
。

在
足
羽
郡
美
山
町
）
で
あ
る
。
光
実
よ
り
六
代
目
の
頃
、
長
兄
と
次
弟
が
各
々
別
の
地
に
坊
舎
を
か
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
南
坊
・
北
坊
と
称

九
世
鏡
円
の
時
、

つ
い
に
南
北
両
坊
の
対
立
が
表
面
化
し
た
。
鏡
円
の
没
後
、
そ
の
子
法
祐
（
当
時
三
歳
）
は
林
泉
坊
と
い
う
人
物
に

庇
護
さ
れ
て
折
立
を
脱
出
、
府
内
・
鴻
の
浦
を
経
て
米
納
津
に
来
た
り
一
宇
を
建
て
、

風
砂
の
害
に
た
え
ら
れ
ず
、

黒
目
称
名
寺
と
な
っ
て
か
ら
も
、
初
め
は
黒
目
の
海
岸
寄
り
山
手
の
方
に
い
た
が
、
こ
こ
も
や
は
り
風
砂
の
害
が
甚
し
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
よ
り
先
文
明
年
間
、
隣
国
加
賀
に
勃
発
し
た
一
向
一
揆
は
、

さ
ら
に
朝
倉
氏
滅
亡
後
は
織
田
信
長
と
対
戦
す
る
に
い
た
っ
た
。
天
下
統
一
を
め
ざ
す
信
長
は
、
長
島
一
揆
の
攻
略
に
成
功
す
る
と
、
天

匹
―
一
年
(
-
五
七
五
）
八
月
、
北
陸
の
一
向
一
揆
平
定
を
め
ざ
し
て
越
前
に
侵
攻
し
た
。

し
も
つ
ま
ら
い
し
よ
う

信
長
軍
に
敗
れ
た
一
揆
の
総
帥
下
間
頼
照
は
、
加
賀
国
へ
逃
れ
よ
う
と
し
て
三
国
湊
を
め
ざ
し
て
潜
行
し
た
が
、
途
中
下
野
村
で
称
名

寺
門
徒
に
発
見
さ
れ
、
討
捕
ら
れ
た
。
こ
の
時
の
称
名
寺
住
職
が
十
四
世
惹
祐
で
あ
る
。
慧
祐
は
門
徒
が
討
捕
っ
た
下
間
の
首
を
、
北
ノ

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

近
世
初
期
、
一
一
一
度
九
頭
竜
川
寄
り
下
手
の
、
現
在
の
地
に
移
っ
た
。

五
九

や
が
て
越
前
に
も
波
及
し
、
幾
度
と
な
く
朝
倉
軍
と
千
文
を
交
え
、

こ。f
 

後
四
代
の
間
は
米
納
津
の
地
に
い
た
が
、

室
町
末
期
、

十
四
世
慧
祐
の
代
に
再
度
黒
目
の
地
に
寺
を
移
し

折
立
と
同
名
の
称
名
寺
を
名
の
っ
た
。

法
祐
以

し
た
。 光

実
は
諸
国
を
巡
歴
し
た
後
、
仁
治
二
年
(
―
二
四
一
）
越
前
に
戻
り
、

折
立
郷
に
坊
舎
を
建
て
た
。

J

れ
が
後
の
折
立
称
名
寺
（
現

の
教
え
を
受
け
て
い
る
。

し

さ
ら
に
そ
の
後
建
長
元
年
(
―
二
四
九
）
に
は
、

下
野
国
よ
り
越
前
に
来
遊
し
た
顕
智

さ
い
ね
ん

親
鸞
の
弟
子
と
な
り
西
念
と
号
し
た
。

天
福
元
年
(
-
三
―
―
―
―
-
）
父
西
念
の
勧
め
に
従
っ
て
出
家



ず
、
水
運
を
利
用
し
て
舟
で
下
れ
ば
、

一
時
間
以
内
に
湊
に
逹
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
山
田
光
教
寺
の
一
族
が
享
録
年
間
、

け
る
と
い
う
気
安
さ
が
う
か
が
え
る
。

湊
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

庄
（
現
福
井
市
）
の
柴
田
勝
家
の
実
検
に
供
し
、
惑
状
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
称
名
寺
が
風
砂
の
害
の
た
め
、
寺
を
黒
目
山
手
か
ら
現
在

の
下
野
地
籍
に
移
し
た
の
は
、
慧
祐
の
死
後
十
五
世
慧
伝
、
十
六
世
慧
林
の
時
で
あ
る
。

称
名
寺
が
最
終
的
に
寺
基
を
移
し
た
現
在
地
は
、
九
頭
竜
川
沿
い
に
あ
り
、
九
頭
竜
川
が
日
本
海
に
注
ぐ
河
口
三
国
港
に
至
る
に
は
、

車
で
十
五
分
て
い
で
僅
か
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
間
を
舟
で
行
く
と
す
れ
ば
、
極
め
て
短
時
間
の
中
に
三
国

こ
れ
ま
た
短
時
間
に
て
三
国
湊
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
に
水
運
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
る

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
称
名
寺
本
堂
の
裏
手
に
は
、
片
川
と
い
う
小
さ
な
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
の
川
を
北
に
向
か
っ
て
舟
行
し
て
も
、

や
ま
ぎ
し

隣
在
所
の
山
岸
で
九
頭
竜
川
に
合
流
し
、

だ
け
で
は
な
い
。
本
堂
の
裏
手
に
て
、
片
川
に
浮
か
ぶ
舟
に
身
を
投
じ
さ
え
す
れ
ば
、
川
の
流
れ
を
利
用
し
て
、
そ
の
ま
ま
三
国
湊
に
行

ふ

せ

だ

称
名
寺
の
現
在
地
か
ら
、
九
頭
川
沿
い
に
南
の
方
へ
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
と
、
布
施
田
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
加
賀

の
か
は
明
確
で
は
な
い
。

称
名
寺
の
現
在
地
に
比
べ
れ
ば
、

一
向
一
揆
の
内
紛
に
敗
れ
て
越
前
に
亡
命
し
、
こ
の
布
施
田
の
地
に
一
宇
を
建
立
し
た
こ
と
は
、

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
同
寺
は
そ
の
後
再
た
び
三
国
湊
（
現
在
地
）
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
布
施
田
在
住
当
時
の
跡
地
が
ど
こ
な

、
、
、
、
、

し
か
し
布
施
田
が
九
頭
川
西
方
の
川
沿
い
に
位
置
す
る
細
長
い
楳
落
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
そ
の
跡
地
が

九
頭
竜
川
の
、
川
の
流
れ
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
で
き
る
。

や
や
遠
距
離
に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
三
国
湊
ま
で
の
距
離
は
約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ

称
名
寺
・
唯
称
寺
の
二
か
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
は
違
う
が
、

い
ず
れ
も
他
の
地
方
よ
り
坂
井
郡
内
、
一
二
国
周
辺
の
地
に
避
難
亡
命
し

て
き
た
と
い
う
点
で
は
、
同
種
の
寺
院
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
定
住
地
は
、

い
ず
れ
も
九
頭
竜
川
の
河
口
に
近
い
沿
岸
の
地
で
あ
っ
た
。

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

六
〇



今
こ
れ
ら
三
か
寺
の
起
源
に
つ
い
て
、
寺
伝
を
調
べ
る
と
、

た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
後
慈
道
は
親
鸞
の
教
化
を
受
け
真
宗
に
転
じ
、
三
国
湊
の
滸
場
を
加
戸
に
移
し
て
円
福
寺
と
号
し
た
。
移

転
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
ん
け
い

常
楽
寺
は
開
甚
真
傾
が
、
北
陸
道
を
越
後
に
下
る
途
中
の
親
鸞
に
面
謁
、
そ
の
教
化
を
受
け
、
天
台
宗
か
ら
真
宗
に
転
じ
た
。
寺
基
を

加
戸
地
区
に
置
い
た
理
由
は
、

や
は
り
明
ら
か
で
は
な
い
。

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

は
、
果
た
し
て
偶
然
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
二
、
三
国
町
各
宗
派
の
現
況
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
二
国
町
で
最
も
多
い
宗
派
は
浄
土
真
宗
で
あ
る
が
、
真
宗
の
中
で
は
大
谷
派

が
最
も
多
く
、
大
谷
派
に
次
い
で
多
い
の
が
高
田
派
で
あ
る
。
し
か
も
高
田
派
寺
院
は
一
二
国
町
の
中
心
部
三
国
湊
よ
り
も
、
加
戸
・
浜
四

郷
等
の
周
辺
村
落
に
多
い
。
特
に
三
国
湊
ー
吉
崎
間
の
小
牧
遥
沿
い
に
位
置
を
占
め
る
加
戸
地
区
に
は
、
本
流
院
・
常
楽
寺
・
松
樹
院
の

高
田
派
三
か
寺
が
現
存
し
て
い
る
。
高
田
派
の
有
力
三
か
寺
が
い
ず
れ
も
加
戸
地
区
ー
加
・
越
台
地
の
一
隅
ー
に
居
を
定
め
た
と
い
う
の

六

小
牧
道
と
高
田
派
―
―
―
か
寺

頭
竜
川
河
口
に
近
い
こ
の
地
が
最
適
で
あ
り
、

， 
ノ‘

こ
の
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
外
敵
に
襲
わ
れ
た
場
合
で
も
、
門
信
徒
の
参
詣
を
集
め
る
た
め
に
も
、
水
運
の
便
に
恵
ま
れ
た
九

そ
の
よ
う
な
立
地
条
件
を
そ
な
え
た
所
と
し
て
、
称
名
寺
の
場
合
は
黒
目
の
現
在
地
が
、

唯
称
寺
の
場
合
は
布
施
田
の
旧
地
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。
蓮
如
の
、
吉
崎
を
北
陸
教
化
の
拠
点
に
選
ん
だ
理
由
の
―
つ
が
、
そ
の
水
運

に

か

よ

の
便
の
よ
さ
に
あ
っ
た
の
と
、
事
情
が
似
通
っ
て
い
る
。
事
実
連
如
は
文
明
七
年
(
-
四
七
五
）
吉
崎
を
脱
出
す
る
際
、
水
運
を
利
用
し
、

し
お
や

舟
で
塩
谷
海
岸
か
ら
日
本
海
を
南
下
し
て
い
る
。

は

た

の

じ

と

う

ま
ず
本
流
院
は
、
開
基
波
成
野
慈
遥
が
三
国
湊
に
、
律
宗
の
適
場
を
開
い
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あ
る
い
は
更
に
推
測
を
進
め
る
な
ら
ば
、

視
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

加
わ
り
、

一
揆
の
撃
退
に
加
勢
し
た
こ
と
は
、

が
ん
め
い

松
樹
院
は
開
甚
願
明
が
、
親
鸞
越
後
流
罪
に
て
北
陸
通
過
の
際
、
面
謁
し
て
そ
の
教
化
を
受
け
弟
子
と
な
り
、
三
論
宗
か
ら
真
宗
に
転

じ
随
応
山
専
光
寺
と
改
称
し
た
。
専
光
寺
の
所
在
地
は
、
新
郷
角
屋
村
（
現
芦
原
町
）
で
あ
っ
た
。
願
明
か
ら
数
え
て
八
代
目
定
如
の
時
、

だ
け

朝
倉
孝
景
か
ら
現
在
の
嵩
の
地
に
寺
地
を
賜
わ
り
、
寺
基
を
角
屋
村
か
ら
現
在
地
に
移
し
、
新
郷
山
専
光
寺
松
樹
院
と
号
し
た
。

以
上
述
べ
た
通
り
、
加
戸
地
区
の
高
田
派
一
二
か
寺
は
、

真
宗
に
転
じ
た
動
機
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
宗
派
は
、
本
流
院
は
律
宗
、
常
楽
寺
は
天
台
宗
、
松
樹
院
は
律
宗
と
、

あ
る
。

ま
た
朝
倉
氏
か
ら
土
地
の
寄
進
を
受
け
た
と
い
う
寺
伝
は
、
松
樹
院
の
場
合
に
し
か
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
戦
国
時
代
高
田
派
寺
院
と
朝
倉
氏
の
間
に
、
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

院
真
孝
の
内
室
と
、
坂
井
郡
本
荘
城
主
堀
江
景
忠
の
内
室
と
、
朝
倉
義
景
の
母
堂
の
一
二
人
は
姉
妹
の
間
柄
で
、

の
娘
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
北
陸
通
過
の
際
の
親
闘
に
面
謁
、
そ
の
教
化
を
受
け
た
こ
と
を
以
て
、

仲
介
人
と
し
て
両
者
間
の
調
停
に
乗
り
出
し
、
堀
江
氏
を
能
登
に
亡
命
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
本
流
院
真
孝
と
朝
倉
氏
問

ま
た
永
正
三
年
(
-
五
0
六
）
、
加
賀
一
向
一
揆
が
越
前
に
来
攻
し
た
時
、

『
朝
倉
始
末
記
』
に
も
見
え
る
著
名
な
史
実
で
あ
る
。

， 
ノ‘

ま
ち
ま
ち
で

た
と
え
ば
本
流

と
も
に
若
狭
守
護
武
田
氏

以
上
述
べ
た
よ
う
な
、
高
田
派
寺
院
と
朝
倉
氏
の
密
接
な
関
係
を
前
提
と
し
て
、
高
田
派
―
―
―
か
寺
が
加
戸
地
区
に
寺
基
を
置
い
た
こ
と

の
理
由
を
、
私
は
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
。
朝
倉
氏
は
一
向
一
揆
と
の
戦
い
に
備
え
て
、
当
時
同
じ
真
宗
で
あ
り
な
が
ら
、
本
願
寺
と
敵

対
関
係
に
あ
っ
た
高
田
派
寺
院
を
、
小
牧
適
沿
い
の
加
戸
地
区
に
置
き
、
本
願
寺
に
同
心
す
る
坊
主
・
門
徒
等
の
、
吉
崎
へ
の
出
入
を
監

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

一
揆
と
の
戦
闘
に
備
え
て
い
つ
で
も
出
陣
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
高
田
派
寺
院
に
待
機
さ
せ

の
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

永
禄
一

0
年
(
-
五
六
七
）
堀
江
漿
忠
が
、

高
田
派
諸
寺
が
本
流
院
真
孝
を
中
心
に
結
束
し
て
朝
倉
軍
に

加
賀
の
一
向
一
揆
と
通
じ
て
朝
倉
氏
に
叛
い
た
時
、
本
流
院
真
孝
は
そ
の
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七
智
敬
寺
の
蓮
如
忌

0
五
号
線
が
走
っ
て
い
る
。

誠
に
絶
好
の
地
理
的
条
件
を
備
え
て
い
る
で
は
な
い
が
。

て
お
こ
う
と
い
う
意
図
も
、
そ
こ
に
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
の
推
論
に
週
ぎ
な
い
が
、

す
な
わ
ち
福
井
市
在
住
の
加
戸
義
信
氏
（
福
井
銀
行
本
店
勤
務
）
に
よ
れ
ば
、
同
氏
の
先
祖
は
元
京
都
の
住
人
で
あ
っ
た
が
、
天
正
年
間

信
長
越
前
攻
略
の
際
、
信
長
の
命
に
よ
り
越
前
に
下
向
し
、
加
戸
に
城
塞
を
構
え
、
此
処
か
ら
越
前
平
野
を
眺
望
し
、
吉
崎
に
通
じ
ょ
う

と
す
る
一
揆
の
動
向
を
監
視
し
た
。

し
か
し
近
年
、
私
の
こ
の
よ
う
な
推
論
を
あ
る
程
度
裏
付
け
る
傍
証
が
見
付
か
っ
た
。

一
揆
討
滅
後
そ
の
功
に
よ
り
、
加
戸
と
い
う
姓
を
賜
わ
っ
た
が
、
彼
は
加
戸
地
区
に
は
定
住
せ
ず
、
北
ノ
庄
（
福
井
市
）
に
出
て
商
人

は
た
ご

と
な
り
、
呉
服
町
で
放
籠
（
旅
館
）
を
営
ん
だ
と
い
う
。

思
う
に
加
戸
地
区
は
北
に
日
本
海
を
臨
み
、
東
に
坂
井
平
野
を
擁
す
る
加
越
台
地
に
位
置
し
、

る
。
し
か
も
三
国
湊
か
ら
吉
崎
に
通
じ
る
小
牧
道
沿
い
に
あ
り
、

時
代
は
前
後
す
る
が
、
信
長
が
加
戸
氏
の
先
祖
に
命
じ
て
、
加
戸
地
区
に
て
一
揆
を
監
視
さ
せ
た
よ
う
に
、
朝
倉
氏
も
高
田
派
寺
院
を

此
処
に
置
き
、

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
料
事
情

ま
さ
に
天
然
自
然
の
要
害
の
趣
き
が
あ

か
つ
て
は
交
通
上
の
要
所
で
も
あ
っ
た
。

六
五

一
揆
の
動
き
を
う
か
が
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
現
在
は
小
牧
追
の
南
側
を
、
小
牧
道
と
お
お
む
ね
平
行
し
て
、
同
道
三

ぎ
よ
き

蓮
如
が
開
い
た
吉
崎
で
は
、
毎
年
四
月
―
―
-
＝
一
日
か
ら
五
月
二
日
ま
で
の
一

0
日
問
蓮
如
忌
（
御
忌
）
が
営
ま
れ
る
。
こ
の
時
吉
崎
の
蓮

如
忌
と
平
行
し
て
、
三
国
港
智
敬
寺
（
大
谷
脈
、
錦
四
丁
目
）
で
も
蓮
如
忌
が
営
ま
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
期
間
中
、
三
国
町
あ
る
い
は
三

一
揆
の
動
静
を
探
る
に
は
、



う゚
逗
留
し
、
寺
族
一
同
の
手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
た
と
も

福
井
県
三
国
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

一
向
一
揆
の
動
向
を
監
視
さ
せ
た
と
い
う
推
論
に
つ
い

ち
か
よ
し
ざ
き

国
近
郊
の
人
で
、
吉
崎
参
り
を
望
み
な
が
ら
吉
崎
に
ま
で
足
を
の
ば
せ
ぬ
人
た
ち
は
、
吉
崎
参
り
の
代
り
に
近
吉
崎
と
呼
ば
れ
る
智
敬
寺

智
敬
寺
の
蓮
如
忌
は
、
吉
崎
の
蓮
如
忌
と
同
日
の
四
月
―
-
+
―
―
一
日
に
始
ま
る
。
そ
し
て
五
月
二
日
ま
で
の
十
日
間
、
大
谷
派
作
法
に
従

い
、
晨
朝
•
H

中
・
逮
夜
•
初
夜
の
順
に
勤
行
及
び
説
教
が
あ
る
。
勤
行
は
い
ず
れ
も
正
信
偶
で
あ
る
。
ま
た
日
中
と
逮
夜
の
中
間
午
後

お

え

と

い
わ
ゆ
る
「
御
絵
説
き
」
が
行
な
わ
れ
る
。

一
時
頃
か
ら
、
内
陣
余
間
に
か
け
ら
れ
て
い
る
蓮
如
絵
像
に
つ
い
て
、
住
職
に
よ
り
、

智
敬
寺
の
蓮
如
忌
が
何
時
頃
か
ら
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
事
情
で
始
め
ら
れ
た
か
は
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

り

よ

う

げ

ん

じ

か

く

が

ん

ざ

ん

寺
伝
に
よ
れ
ば
同
寺
の
開
基
は
延
暦
寺
第
三
世
良
源
（
慈
覚
大
師
ま
た
は
元
一
二
大
師
）
と
い
わ
れ
、
初
め
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
二
世

祐
慶
以
来
真
宗
高
田
派
に
所
属
し
、
さ
ら
に
八
世
祐
賢
の
時
吉
崎
の
蓮
如
に
帰
依
し
て
、
本
願
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
。

祐
賢
は
蓮
如
よ
り
絵
像
と
名
号
を
賜
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
蓮
如
が
吉
崎
在
住
の
間
に
智
敬
寺
を
訪
れ
、
二
箇
月
ほ
ど

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
蓮
如
に
対
す
る
絶
対
帰
依
の
感
情
が
、
何
時

の
間
に
か
こ
の
寺
の
伝
統
と
し
て
、
毎
年
吉
崎
の
御
忌
と
同
時
に
蓮
如
忌
を
営
む
な
ら
わ
し
と
な
り
、
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
だ
ろ

と
こ
ろ
で
智
敬
寺
の
蓮
如
忌
の
盛
況
は
、
同
寺
の
地
理
的
位
置
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
智
敬
寺
の
境
内
の
横
手
を
通
る

や

く

し

み

ち

あ

わ

ら

き

た

が

た

い
わ
ゆ
る
薬
師
道
は
、
小
牧
道
に
連
な
り
加
戸
・
芦
原
・
北
潟
を
経
て
、
吉
崎
に
逹
す
る
。
小
牧
道
が
三
国
湊
と
吉
崎
を
結
ぶ
重
要
な
ル

ー
ト
で
あ
り
、
朝
倉
氏
が
こ
れ
を
重
視
し
、
此
処
に
高
田
派
三
か
寺
を
置
い
て
、

て
は
、
す
で
に
六
、
小
牧
逍
と
高
田
派
三
か
寺
の
中
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

智
敬
寺
が
小
牧
道
に
近
い
こ
と
か
ら
、
鮎
川
・
長
橋
・
糸
崎
方
面
の
門
信
徒
が
吉
崎
に
参
詣
す
る
際
に
は
、
途
中
同
寺
に
立
寄
っ
て
一

泊
し
、
通
夜
を
行
な
う
の
が
恒
例
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
日
同
寺
を
出
発
、
薬
師
道
か
ら
小
牧
道
に
出
て
吉
崎
ま
で
を
徒
歩
で
往
復
す
る

の
蓮
如
忌
に
参
詣
す
る
。

六
六



訳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遠
隔
地
の
門
信
徒
に
と
っ
て
智
敬
寺
は
、
近
吉
崎
の
呼
び
名
が
示
す
よ
う
に
、
吉
崎
参
り
の
た
め
の
最
も
有

利
な
位
置
に
あ
り
、

隔
地
の
門
侶
徒
は
、

い
わ
ば
吉
崎
へ
の
中
継
所
と
も
い
う
べ
ぎ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
智
敬
寺
を
中
継
所
と
し
て
吉
崎
参
り
を
す
る
遠

や
が
て
吉
崎
の
蓮
如
忌
に
参
詣
す
る
代
り
に
、
近
吉
崎
の
御
忌
に
参
詣
す
る
こ
と
で
す
ま
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
こ
と
が
一
層
、
智
敬
寺
の
御
忌
の
盛
況
を
う
な
が
す
結
果
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
七

自
家
用
車
の
普
及
し
て
い
る
今
日
で
は
、
一
―

-0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
や
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
経
て
吉
崎
に
達
す
る
こ
と
は
、

れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
徒
歩
で
吉
崎
参
り
を
し
た
昔
の
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。
昭
和
の
初

期
頃
、
吉
崎
参
り
を
志
す
菩
男
善
女
は
、
三
国
港
か
ら
小
牧
道
に
入
り
、
加
戸
、
芦
原
を
経
て
北
潟
湖
の
南
端
小
牧
ま
で
歩
行
し
、
こ
れ

よ
り
先
は
北
潟
湖
を
舟
で
渡
り
、
吉
崎
に
赴
い
た
。
こ
の
北
潟
湖
の
舟
行
は
、
そ
れ
ま
で
の
歩
行
に
よ
る
疲
労
を
癒
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

吉
崎
参
り
の
観
光
ム
ー
ド
・
遊
山
気
分
を
、
大
い
に
も
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
一
二
国
町
に
現
存
す
る
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
一
覧
し
た
が
、
こ
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ

一
、
性
海
寺
（
真
言
宗
）
・
妙
海
寺
（
日
蓮
宗
）
・
唯
称
寺
（
大
谷
派
）
．
浄
願
寺
（
大
谷
派
）
等
三
国
湊
初
期
の
寺
院
は
、

る。

標
高
一
―

-0
メ
ー
ト
ル
程
度
の
丘
陵
を
背
後
に
し
て
発
展
し
た
上
ミ
町
・
中
町
・
元
町
等
の
早
期
集
落
形
成
の
中
で
誕
生
し
た
。

福
井
県
三
田
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

む

す

び

い
ず
れ
も そ

二
、
中
世
末
か
ら
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
三
国
湊
の
集
落
は
上
手
か
ら
下
手
に
か
け
て
徐
々
に
発
展
を
と
げ
、
後
に
は
山
側
の
台
地
に

ま
で
開
発
が
延
び
、
上
ハ
新
町
が
成
立
し
た
が
、
寺
院
も
こ
の
よ
う
な
集
落
形
成
に
相
応
し
て
、
上
手
か
ら
下
手
に
か
け
て
建
立
さ
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福
井
県
三
田
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

―
―
-
、
唯
称
寺
（
大
谷
派
）
．
勝
授
寺
（
本
願
寺
派
）
の
二
か
寺
は
、

避
難
定
住
し
た
寺
院
で
あ
る
。

岩

波

書

店

吉
川
弘
文
館

平

楽

寺

書

店

い
ず
れ
も
一
向
一
揆
に
関
連
し
て
、
他
の
地
方
よ
り
当
三
国
湊
に
、

四
、
称
名
寺
（
高
田
派
）
も
寺
族
間
の
内
紛
に
よ
っ
て
、
現
在
地
に
亡
命
移
住
し
て
き
た
寺
院
で
あ
る
が
、
唯
称
寺
と
同
様
、
九
頭
竜

川
の
河
口
で
近
い
川
沿
い
の
地
に
、
移
住
先
を
選
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
水
運
の
便
を
配
慮
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

五
、
本
流
院
等
高
田
派
有
力
三
か
寺
が
、

い
ず
れ
も
加
戸
地
区
に
建
て
ら
れ
た
の
は
何
故
か
。
朝
倉
氏
が
、
吉
崎
と
通
じ
る
一
向
一
揆

の
動
向
を
監
視
さ
せ
る
た
め
に
、
小
牧
道
沿
い
の
加
戸
地
区
に
、
高
田
派
寺
院
を
置
い
た
の
で
は
な
い
か
。

六
、
智
敬
寺
の
蓮
如
忌
に
つ
い
て
眺
め
て
も
、
そ
の
盛
況
を
促
し
た
―
つ
の
大
き
な
理
由
は
、
小
牧
道
に
近
い
同
寺
の
地
理
的
位
置
に

あ
る
。
智
敬
寺
は
遠
隔
地
の
門
信
徒
に
と
っ
て
、
吉
崎
参
り
の
た
め
の
中
継
所
で
あ
っ
た
。

前
記
一
ー
六
の
各
頃
は
、
三
国
町
に
お
け
る
寺
院
の
創
建
、
特
に
真
宗
寺
院
の
創
建
が
、
地
理
的
要
因
に
も
と
づ
く
こ
と
大
で
あ
り
、

あ
る
い
は
陸
上
交
通
・
水
運
の
便
と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
、
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

れ
て
い
っ
た
。

六
八



福
井
県
三
田
町
真
宗
寺
院
の
成
立
事
情

印

牧

邦

雄

監

修

辻

川

達

雄

著

辻

川

達

雄

著

三
国
町
民
調
在
•
町
並
調
査

報

告

書

市
町
村
で
見
る

福

井

県

の

歴

史

蓮

如

ー

吉

崎

布

教

木
願
寺
と
一
向
一
揆

―
―
一
国
町
の
民
家
の
町
並

東

京

書

籍

誠
文
堂
新
光
社

誠
文
堂
新
光
社

―
―
一
国
町
教
育
委
員
会

三
国
町
郷
士
資
料
館

六
九


